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I.間 題

本研究は,よりよい競技的運動クラブの組織成果をあげるために,クラブ員の満足度に

影響を及ぼす意欲及び顧問・キ十プテンのリーダーシップと運動クラブの組織風土を検討

することを目的とする。

現在,中学校における課外運動クラブは,ほとんどの学校で活発に行なわれている。課

外運動クラブは,教科以外の自由な時間に,自ら選んだ運動の集団に主体的に参加し,よ

り深く運動を追求するところにその意義があるといわれている1)。また,結果として異学年

集団で構成されていることが多く,人間関係のさまざまな問題が生じやすい場でもあるが,

適切なクラブ経営や指導により個性の伸長や社会性などの教育効果も期待できる2)。

運動クラブとは,“運動"という同好の志が主権をもつ,同好の志の集まり(集団)であ

り3),大きく分類すると「競技的運動クラブ」「レクリエーション的運動クラブ」「トレーニ

ング的運動クラブ」の3つのタイプに分類することができる4)。課外運動クラブの多くは,

「競技的運動クラブ」として活動している。「競技的運動クラブ」は,競技成績の向上や対

外試合における勝利,あるいは望ましい成績を具体的な目標として練習に励むところに特

徴がある5)。

しかし,組織には,その組織内の構成員,つまりクラブ員の個人の内的な目標を重視す

るものと,組織外の目標を達成することを目的とするものとがあるといわれている6)｡前者

はクラブ員の満足であり,後者はクラブの競技成績である。これらは短期的にみれば,相

反する関係が存在するが,長期的にみれば補完的な関係がある7)。
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図1 組織成果(満足度)に影響を及ぼす要因の分析モデル

課外運動クラブでは,運動のための仲間=クラブの育成を通して,運動行動を積極的な

ものにし,運動をめぐる生活を継続的なものにしていく点8)や,組織成果のとらえかたに

よって,生涯スポーツヘの発展が期待される。すなわち,クラブ具の内的目標と組織外の

外的目標の達成は長期的にみれば補完的な関係でとらえられるので,運動クラブの組織成

果としてクラブ具の満足度を重視することにする。

そこで本研究では,競技的運動クラブの組織成果として,クラブ貝の満足を活動とその

成果への満足,組織・活動集団への満足,顧問・キ十プテンヘの満足の三次元でとらえる

ことにした。

運動クラブにおいて,クラブ具が強い意欲をもって活動に取り組んでいる状態が好まし

いことは,言うまでもないことである。 クラブ具の活動への意欲が高いということは,そ

のクラブ具にとっても,たいへん幸せなことである9)。そうしたクラブ具の活動への意欲

は,西田氏の(自己イメージ満足のモチベーション理論尹)でいわれているように,満足度

を規定する要因と考えられ,さらにクラブ具の活動への意欲は,顧問及びキ十プテンのリー

ダーシップや,組織風土によって規定されると考えられる。課外競技的運動クラブの組織

成果(満足度)に,クラブ具の意欲を通じて影響を及ぼすリーダーシップと組織風土を検

討するということは,適切なクラブ経営と指導をしていく上で意義あることと考える。こ

れらのことから,図1の分析モデルを構築した。

具体的には,次のことを明らかにしようとするものである。

① 組織成果としてとらえた満足度の,活動とその成果への満足,顧問・キ十プテンヘの

満足,組織・活動集団への満足とクラブ具の意欲の関係を明らかにする。

② クラブ貝の意欲に影響を及ぼす,顧問・キ十プテンのリーダーシップ要因を明らかに

する。
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表1 満足度の内容

ア 種目の魅力性

活 イ 種目のおもしろさ

動 ウ 練習のおもしろさ

と エ 活動の達成感

そ オ クラブでの練習量

の カ クラブでの練習内容

成 キ クラブでの練習方法

果 ク 自分の技術の上達度

ヘ ケ 他のクラブ員の技術の上達度

の コ クラブのレベル

満 サ クラブの競技成績

足 シ 練習で使う施設・用具

ス 練習場所の位置

セ 練習場所の広さ

ソ 顧問のアドバイス

タ キャプテンのアドバイス

顧 チ 顧問のクラブ員への承認

問 ツ キャプテンのクラブ員への承認

・ テ 顧問の称賛の仕方

キ ト キャプテンの称賛の仕方

ヤ ナ 顧問の影響力

プ ニ キャプテンの影響力

テ ヌ 顧問の接し方

ン ネ キャプテンの接し方

ヘ ノ 顧問の指導内容

の ハ キャプテンの指導内容

満 ヒ 顧問の指導方法

足 フ キャプテンの指導方法

へ 顧問の人柄

ホ キャプテンの人柄

組 マ クラブ員の中の雰囲気

織 ミ 他のクラブ員の技術レベル

・ ム 他のクラブ員がもっている知識

活 ヘ メ 他のクラブ員の(日数・時間)の状況

動 の モ 他のクラブ員の練習態度

集 満 ヤ クラブ員同士の情報交換量

団 足 ユ クラブの規則

- -

理論では,次にあげるものを取り上げた。第一は,

③ クラブ員の意欲に影響を及ぼ

す,競技的運動クラブの組織風土

を明らかにする。

本研究は,この分析モデルにした

がって検討し,よりよい組織成果を

あげ,生涯スポーツヘと発展してい

くように競技的運動クラブの在り方

を探ろうとするものである。

II.方 法

1.概念の操作化

1)満足度

本研究において,組織成果として

とらえた満足度は,ターナー・ロー

レンズの概念11)を参考にして,活動

とその成果への満足,顧問・キ十プ

テンヘの満足,組織・活動集団への

満足の三次元でとらえ,表1に示す

37項目の内容を設定し,5段階尺度

法により得点化した。

2)意欲

クラブ員の意欲は,西田氏の意欲

の測定法12)を参考にし,①練習に対

しての自分自身の意欲の程度,②練

習中の心理的時間経過の程度,③練

習の際にでくわす困難,問題点,障

害を克服する意志や忍耐の強さの3

つの質問を5段階尺度法により得点

化しその合計得点でとらえた。

3)リーダーシップ

顧問・キ十プテンのりーダーシッ

プは,西田氏のりーダーシップメカ

ニズム(期待理論･同一化理論戸)を

参考にしてとらえた。そして,期待

活動への努力が評価されることにより

意欲が高められるとする評価期待形成メカニズムである。第二は,活動に対する努力,そ

の結果としての業績を称賛することにより意欲が高められるとする称賛期待形成メカニズ

ムである。第三は,クラブ員が所属するクラブの顧問・キ十プテンはどの程度に自律性を

許容すると考えるかという自律性発揮期待形成メカニズムIである。第四は,活動が,自

分の能力からみて困難であるとしたときには,顧問・キ十プテンが奨励する活動上の自律
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表2 組織風土の内容

目 ア 知識や技術を積極的に伸ばそうとする気風

標 イ 意見やアイデアを取り上げていく姿勢

達 ウ 目標を達成しようとする活気

成 工 目標の明確化

風 オ 目標に向けての行動様式の把握

土 カ 目標の長期展望

キ 目標の理解度

ク 活動に対する評価

集 ケ 意見を率直に言える雰囲気

団 コ 規則ずくめでなく自由な雰囲気

維 サ 活動の際のまとまり

持 シ 部内の特定集団の非固定化

風 ス 責任転嫁の風潮

土

性は,クラブ員に満足よりも不満足

をもたらすであろうとする自律性発

揮持形成メカニズムIIである。同一

化理論ではクラブ員が,顧問・キャ

プテンと同一化しているか,顧問・

キ十プテンがクラブの目標の達成を

志向するような価値観や目標をもっ

ているか,という同一化メカニズム

を取り上げた。

4)組織風土

組織風土は,野中氏の概念整理(組

織のなかの個人が認知した組織内の

心理的環境の特性の集合)14)にした

がい,表2に示す目標達成風土8項

日,集団維持風±5項目,合計13項

目の内容を設定した。

2.調査の方法

1)調査の対象

今回の分析に使用したデータは,T中学校の競技的運動クラブに所属する第2,3学年

(男子9クラブ214名,女子10クラブ185名)合計399名を対象とした。

2)調査の方法と内容

研究の対象者全員に対して,質問紙法による調査を平成4年5月から6月に行なった。

調査の内容は,満足度,意欲,リーダーシップ,組織風土とした。

3.分析の手続き

図1の分析モデルの検証に当たっては,組織成果としてとらえた満足度にクラブ員の意

欲が影響を及ぼしているか,クラブ員の意欲に影響を及ぼす顧問・キ十プテンのリーダー

シップ,組織風土の要因は何か,という観点から主に重回帰分析を用いて検討した。

III.結果と考察

1.クラブ員の意欲の組織成果(満足度)への影響

組織成果(満足度)に影響を及ぼすクラブ員の意欲について,満足全体,活動とその成

果への満足,顧問･キ十プテンヘの満足,組織･活動集団への満足をみたものが,第3-1

と表3-2である。

男子については,満足全体,活動とその成果への満足,顧問・キ十プテンヘの満足,組

織・活動集団への満足という全ての満足の内容に対して,クラブ員の活動意欲によって規

定される有意な値を示している。女子については,満足全体,活動とその成果への満足,

顧問・キ十プテンヘの満足の内容に対してクラブ員の活動意欲によって規定される有意な

値を示している。すなわち,男子,女子ともにクラブ員の活動意欲は,満足全体では影響

を及ぼしているといえる。

男子のクラブ員の活動意欲は,満足度のどの項日においても影響を及ぼしている。特に

-
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数値は標準回帰係数,( )内はt一値 ***Pく0.001 **Pく0.01 *Pく0.05

顧問・キ十プテンヘの満足がクラブ員の活動意欲によって強く規定される。つぎに,活動

とその成果への満足がクラブ員の活動意欲によって規定され,さらに,組織・活動への満

足がクラブ員の活動意欲によって規定される。女子のクラブ員の活動意欲は,特に,活動

とその成果への満足が,クラブ員の活動意欲によって強く規定される。つぎに,顧問･キ十

プテンヘの満足が,クラブ員の活動意欲によって規定される。

これらのことから,男子,女子ともに,クラブ員の活動意欲を高めるための指導を行な

うことによって運動クラブの組織成果(満足度)が高められると考えられる。しかし,女

子の組織・活動集団への満足の項日のみが,クラブ員の活動意欲によって規定される有意

な値を示さなかった。このことは,内的目標,外的目標の達成が長期的には補完的な関係

をもつということから,重要なことである。よって,女子のクラブ員の組織・活動集団へ

の満足を高めるように指導する必要があると考えられる。

2.リーダーシップのクラブ員の意欲への影響

クラブ員の活動意欲に影響を及ぼす顧問・キ十プテンのリーダーシップの要因について

みたものが,表4一1と表4-2である。

男子については,クラブ員の活動意欲を規定する顧問のリーダーシップ要因として,「評

価期待形成メカニズム」,「自律性発揮期待形成メカニズムI」があげられ,キ十プテンの

りーダーシップ要因として,「評価期待形成メカニズム」があげられる。女子については,

クラブ員の活動意欲を規定する顧問のリーダーシップ要因として評価期待形成メカニズ

ム」,「称賛期待形成メカニズム」があげられ,キ十プテンのリーダーシップ要因として,

同じく「評価期待形成メカニズム」,「称賛期待形成メカニズム」があげられる。すなわち,

男子,女子ともに顧問・キ十プテンのリーダーシップは,クラブ員の活動意欲に影響を及

ぼしていると考えられる。
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表4-1 クラブ員の意欲に影響を及ぼすりーダーシップー男子(重回帰分析)

意 欲

数値は標準回帰係数,( )内はt一値 ***P<0.001**Pく0.01*P<0.05

これらのことから,男子の顧問・キ十プテンは,クラブ員の活動への努力を評価Sるこ

とが必要であり,さらに顧問は,クラブ員に対して自律性を許容することが必要であると考

えられる。女子の顧問･キャプテンは,クラブ員の活動への努力を評価し,活動の努力や結

果,そして業績を称賛することが必要である。男子の顧問･キ十プテンと女子の顧問･キ十

プテンともに,クラブ員の活動意欲を規定するリーダーシップ要因として「自律性発揮期

待メカニズムII」,「同一化メカニズム」は,有意な値が見られなかった。しかし顧問･キ十

プテンは,クラブ員に満足よりも十満足をもたらすであろうとしたときに奨励する活動上

の自律性を考えたり,顧問・キ十プテンとの同一化や,クラブの目標の達成を志向するよ

うな価値観や目標を持つようにさせたりすることによって,より一層クラブ員の活動意欲

に影響を及ぼし,運動クラブの組織成果(満足度)を高めることができると考えられる。

3.組織風土のクラブ員の意欲への影響

クラブ員の活動意欲に影響を及ぼす組織風土の要因についてみたものが,表5-1と表

5-2である。

男子については,クラブ員の活動意欲を規定する組織風土要因として,「目標の理解度」,

一
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標の理解度」,「活動に対する評価」があげられる。すなわち,男子,女子ともに組織風土

は,クラブ員の活動意欲に影響を及ぼしているといえる。特に,目標達成風土の要因がク

ラブ員の活動意欲に影響を及ぼしているといえる。

これらのことから,男子は,目標の理解度を高め,意見やアイデアを積極的に取り上げ

ていく姿勢をつくることが必要であると考えられる。女子は,知識や技術を積極的に伸ば

そうとする気風や目標の理解度を高め,活動に対する評価をすることが必要であると考え

られる。男子,女子ともにクラブ貝の活動意欲を規定する組織風土要因として,集団維持

風土の要因は,有意な値を示さなかった。しかし,男子,女子ともに集団維持風土の要因

を高めようとすることによって,より一層クラブ員の活動意欲に影響を及ぼすと考えられ

る。

IV.ま と め

本研究では,クラブ貝の活動意欲が運動クラブの組織成果としてとらえた満足度に及ぼ

す影響や,顧問・キ十プテンのリーダーシップ及び組織風土がクラブ貝の活動意欲に及ぼ

す影響について考えてきた。その結果は,図2-1と図2-2に示す通りである。

組織成果としてとらえた満足度は,男子,女子ともに満足全体ではクラブ員の活動意欲

によって規定されるといえる。男子では,三次元でとらえた,活動とその成果への満足,

顧問・キ十プテンヘの満足,組織・活動集団への満足のすべての満足はクラブ員の活動意

欲によって規定されるといえる。女子では,活動とその成果への満足,顧問・キ十プテン

ヘの満足がクラブ貝の活動意欲によって規定されるといえる。

クラブ員の活動意欲は,顧問・キャプテンのリーダーシップ要因の評価期待形成メカニ

ズムや称賛期待形成メカニズム,自律性発揮期待形成メカニズムIによって規定されると

活動とそ

-リーダーシップ/

<顧問>

評価期待形成メカニズム*

自律性発揮期待形成メカニズムI*

<キャプテン>

評価期待形成メカニズム**

組織成果

意 欲

-

意見やアイデアを取り上げていく姿勢*

目標の理解度***

車本本Pく0.001**Pく0.01*Pく0.05

図2一1 運動クラブの組織成果に影響を及ぼす要因(男子)
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(目標達成風土)

知識や技術を積極的に伸ばそうとする気風

意見やアイデアを取り上げていく姿勢

目標を達成しようとする活気

目標の明確化

目標に向けての行助様式の把握

目標の長期展望

目標の理解度

活動に対する評価

(集団維持風土)

意見を率直に言える雰囲気

規則ずくめでなく自由な雰囲気

活助の際のまとまり

クラブ内の特定集団の非固定化

責任転嫁の風潮

重相関係数

決定係数

意 欲

数値は楳単回帰係数、( )内はt一値 ***P<0.001**P<0.01*Pく0､05

表5-2 クラブ員の意欲に影響を及ぼす組織風土一女子(重回帰分析)

(目標達成風土)

知識や技術を積極的に伸ばそうとする気風

意見やアイデアを取り上げていく姿勢

目標を達成しようとする活気

目標の明確化

目標に向けての行動様式の把握

目標の長期展望

目標の理解度

活助に対する秤価

(集団維持風土)

意見を率直に言える雰囲気

規則ずくめでなく自由な雰囲気

活助の際のまとまり

クラブ内の特定集団の非固定化

責任転嫁の風潮

重相関係数

決定係数

意 欲

0.4797

0.2301

- -

数値は標隼回帰係数、( )内はt一値 ***P<0.001**P<0.01*Pく0.05

-
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「意見やアイデプを取り上げていく姿勢」があげられる。女子については,クラブ員の活

動意欲を規定する組織風土要因として,「知識や技術を積極的に伸ばそうとする気風」,「目

表5-1 クラブ員の意欲に影響を及ぼす組織風土一男子(重回帰分析)


